
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 50%

小テスト 0%

レポート 0%
成果発表

（口頭・実技）
0%

平常点 50%

回

１回 医療保険制度（１） 医療保険制度について理解できる

２回 医療保険制度（２） 医療保険制度について理解できる

３回 公費負担医療制度（１） 公費負担医療制度について理解できる

４回 公費負担医療制度（２） 公費負担医療制度について理解できる

５回 保険請求事務（１） 調剤報酬点数の算定、調剤報酬請求書の作成、薬剤用語等について理解できる

６回 保険請求事務（２） 調剤報酬点数の算定、調剤報酬請求書の作成、薬剤用語等について理解できる

７回 保険請求事務（３） 調剤報酬点数の算定、調剤報酬請求書の作成、薬剤用語等について理解できる

８回 薬の基礎知識（１） 医薬品、薬価基準の基礎知識、薬の作用について理解できる

９回 薬の基礎知識（２） 医薬品、薬価基準の基礎知識、薬の作用について理解できる

１０回 薬の基礎知識（３） 医薬品、薬価基準の基礎知識、薬の作用について理解できる

１１回 演習問題（１） 問題に取り組み、解説について理解できる

１２回 演習問題（２） 問題に取り組み、解説について理解できる

１３回 演習問題（３） 問題に取り組み、解説について理解できる

１４回 演習問題（４） 問題に取り組み、解説について理解できる

１５回 演習問題（５） 問題に取り組み、解説について理解できる

授業計画（１回～１５回）　

授業内容 各回の到達目標

教育方法等

　説明、演習問題、解説を繰り返し行い、診療報酬請求事務（レセプト）作成方法のポイントを説明する。

評

価

方

法

備　　考

試験と課題を総合的に評価する

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

　演習問題を中心に講義、問題、解説を行う。講義中は分からない部分は必ず、その授業の中で確認すること。

授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。また、授業時数の４分の３

以上出席しない者は試験を受験することができない。授業の進捗状況により、内容が前後する場合がある。

学習目的

　医療事務員は保険調剤薬局で多忙な薬剤師をサポートし、医師が交付した処方せんの受付けや会計、保険請求分のレセプト

作成など、事務全般を担当する。調剤薬局で働く事務員として患者様に対する接遇力、処方せんの内容理解、調剤に要した費

用（調剤報酬）を計算する知識とレセプト作成の能力が必要となる。

到達目標

　法規（医療保険制度・公費負担医療制度等についての知識）、保険請求事務（調剤報酬点数の算定、調剤報酬明細書の作

成・ 薬剤用語等の知識）、薬の基礎知識（医薬品・薬価基準の基礎知識、薬の作用等）を理解でき、レセプト点検、および作

成ができる。

2年次 選択 45時間

3単位 講義

調剤医療事務テキスト１、２、３、４/ソラスト

担当教員情報

鈴木　梨沙 実務経験の有無・職種 有・医療事務

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 調剤医療事務

科目基礎情報

医療事務科 後期


